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人口6，365人（一21）

　男　　3，076人（一2）

　女3，289人（一19｝

世帯数1，773人（一1）

　61年3月1日現在

　　　1　｝は対照月比
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1人の卒桑式
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1

　　　　　4

　3月25日、町内小学校5校の卒業式が行わ

れました。

　越表小学校では、在校生13名が見守る中、

山床猛富君（下渡川）ただ／人の卒業式が行

われ、お世話になった“兄ちゃん“の卒業を

心から祝いました。
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》憩蜀艦二心《｝《｝く二駆｝｛冠

一
般
会
計
は
二
十
二
億
六
千
五
十
万
円

　
三
月
定
例
町
議
会
が
十
二
日
に
招
集
、
二
十
四
日

ま
で
の
日
程
で
開
か
れ
、
昭
和
六
十
一
年
度
予
算
等

を
提
案
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
六
十
一
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
厳
し
い
財

政
事
情
を
反
映
し
て
対
前
年
度
比
一
・
七
％
の
減
額

予
算
と
な
り
ま
し
た
。

　
予
算
の
提
案
説
明
に
先
だ
ち
行
わ
れ
た
町
長
の
所

信
表
明
と
予
算
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

所
信
表
明
（
抜
粋
）

　
昭
和
六
十
一
年
度
予
算
は
、
前
年

度
に
も
ま
し
て
窮
屈
な
緊
縮
耐
乏
型

の
予
算
に
な
っ
て
い
ま
す
．

　
本
町
の
自
主
財
源
と
し
て
期
待
さ

れ
て
い
る
立
木
処
分
収
入
が
、
木
材

市
況
の
低
迷
に
よ
り
、
そ
の
確
保
が

困
難
な
現
状
に
あ
っ
て
は
、
県
内
で

も
屈
指
の
財
政
硬
直
団
体
で
あ
る
本

町
に
と
っ
て
極
め
て
厳
し
い
事
態
で

あ
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
、

　
ま
た
、
農
林
業
に
つ
い
て
も
国
際

的
競
争
の
時
代
に
入
り
、
畜
産
、
椎

茸
な
ど
に
し
て
も
品
質
向
上
と
生
産

コ
ス
ト
の
引
下
げ
を
図
ら
な
け
れ
ば

対
応
で
き
ず
、
反
面
、
農
家
は
ほ
場

整
備
な
ど
生
産
手
段
の
近
代
化
合
理

化
の
た
め
、
容
易
な
ら
ざ
る
投
資
を

し
て
そ
の
負
債
の
返
還
に
迫
ら
れ
て

い
る
実
情
か
ら
、
税
収
の
大
幅
な
伸

び
を
期
待
す
る
こ
と
も
無
理
で
あ
り

ま
し
よ
う
。

　
加
え
て
、
後
継
者
対
策
、
花
嫁
対

策
な
ど
深
刻
な
問
題
が
山
積
し
て
お

り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
厳
し
い
状
況
下
に
あ

っ
て
六
十
一
年
度
予
算
に
お
い
て
、

特
に
目
新
し
い
建
設
事
業
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
採
択
さ
れ
て
い
る
投
資
的

制
度
事
業
を
優
先
的
に
取
入
れ
な
が

ら
も
、
本
町
の
持
つ
特
徴
あ
る
天
与

の
資
源
を
有
効
に
開
発
利
用
し
て
、

活
性
化
を
進
め
て
い
く
た
め
の
具
体

的
構
想
と
、
そ
の
青
写
真
作
成
の
経

費
と
し
て
必
要
な
予
算
措
置
を
講
じ

た
と
こ
ろ
で
す
。

　
も
と
よ
り
、
「
入
る
を
計
っ
て
、

出
ず
る
を
制
す
る
」
の
精
神
は
、
財

政
健
全
化
の
原
則
で
あ
り
ま
す
が
、

「
出
ず
る
を
制
す
る
」
の
み
な
ら
ず

積
極
的
に
自
主
財
源
の
確
保
、
つ
ま

り
「
入
る
を
計
る
」
方
策
を
講
じ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
つ
ま
り
は
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農

林
業
の
近
代
化
で
あ
り
、
そ
の
第
一

歩
が
生
産
基
盤
の
整
備
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
こ
と
を
基
本
と
し
て
、

企
業
誘
致
と
併
行
し
た
施
策
を
進
め

て
い
く
考
え
で
す
。

予
算
の
あ
ら
ま
し

　
一
般
会
計
予
算
は
、
二
十
二
億
六

千
五
十
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
て

一
・
七
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
で
は
、
地
方
交
付
税
が
最
も

多
く
十
億
一
千
万
円
（
四
四
・
七
％
）
、

国
県
支
出
金
が
四
億
六
千
四
二
万
八

千
円
（
一
八
・
四
％
）
、
町
債
二
億
三

千
四
十
万
円
（
一
（
．
）
・
二
％
）
な
ど
、

依
存
財
源
が
八
一
・
八
％
を
占
め

て
い
ま
す
。

　
自
主
財
源
で
は
、
町
税
が
二
億
三
薪

四
百
四
四
万
円
2
0
・
四
％
）
繰
越
金
．

六
千
万
円
（
二
・
七
％
）
な
ど
丁
八
・
二
％

で
苦
し
い
財
政
構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。

性
質
別
に
見
る
と

　
歳
出
で
は
、
人
件
費
、
公
債
費
、

扶
助
費
の
義
務
的
経
費
が
十
億
八
千

四
五
万
三
千
円
（
四
七
・
．
八
％
）
、
普

通
建
設
事
業
費
な
ど
の
投
資
的
経
費

が
七
億
三
下
七
百
十
八
万
モ
円
（
三

二
・
六
％
）
、
そ
の
他
一
般
行
政
経
費

が
四
駅
四
千
二
百
．
八
六
万
六
千
円
（

一
九
・
六
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
，

農
林
業
振
興
に

　
　
六
億
…
干
万
円

　
本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
業

に
つ
い
て
は
、
全
体
の
二
八
・
○
％

の
六
億
三
千
三
百
十
二
万
三
千
円
を

投
入
し
て
振
興
を
図
り
ま
す
．
、

　
主
な
事
業
は
、
農
村
総
合
整
備
モ

デ
ル
事
業
、
農
業
構
造
改
善
事
業
、

県
単
土
地
改
良
事
業
、
暖
地
営
農
む

ら
づ
く
り
事
業
な
ど
農
業
関
係
費
と

し
て
四
億
五
千
八
百
八
十
七
万
円
を

ま
た
、
林
業
構
造
改
善
事
業
、
公
有

林
整
備
、
作
業
道
開
設
な
ど
林
業
関

係
費
と
し
て
一
億
七
千
四
百
二
十
1
1

万
三
千
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
、

　
さ
ら
に
、
坪
谷
川
土
地
改
良
事
業

ほ
場
整
備
、
畜
産
環
境
整
備
事
業
、

農
免
道
整
備
な
ど
の
県
営
事
業
を
導

入
し
て
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

　
生
産
向
上
の
た
め
に
進
む
ほ
辛

く　
整
備
（
写
真
は
下
仲
瀬
地
区
）

灘
口

調

、
つご、
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〈歳入の財源構成〉表1

116，632千円

、　（5．1％）百18・瑳
繰越金
60，000千円

　（2．7％）

依

存

地方交付税＼
1，010，000千円

L（44．，％）

そ
の
他

島主 、

　　　町税
源
　　234，440千円

　　　（10．4％）

　町代
　230，400千円

　（10．2％）

財

源

1撫
交付金目

　　　　　　　　　192，600千円
　　　　　　　　　　（8．5％）

〈歳出の性質別構成〉

88，056千円

　　　（3．9％）

i
義

的

人件費
581，841千円

、　（25．7％）

経
碁助三

三支出金
314，233千円

＼（13．9％）

　山桜の植栽も行われ、町民憩いの場として
▲
　の公園づくりが進められます（牧水公園）

国庫支出金、
　102，195千円

　　　（4．5％）

表2

　　　その他一
　　　54，808千円

　　　　（2．4％）

災一新

普通建設
　事業費

投
　
出

費

公債費
410，556＝円

　（18．2％）

　
道
路
網
整
備
に

は
、
二
億
二
千
六

百
万
円
を
計
上
し
、

町
道
十
二
路
線
の

改
良
・
舗
装
と
橋

梁
二
橋
の
整
備
が

行
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
牧
水
公

園
整
備
事
業
も
四

千
万
円
を
計
上
し
、

観
光
施
策
と
併
行

し
た
運
動
公
園
づ
．

く
り
が
行
わ
れ
ま

す
。

曽賦9翻

費

　
資
源
の
開
発
に

　
　
　
取
り
組
む

　
本
町
の
特
色
あ
る
資

源
の
開
発
を
進
め
る
う

え
で
必
要
な
構
想
を
樹

立
す
る
た
め
に
、
地
域

開
発
調
査
費
と
し
て
三

百
万
円
を
計
上
し
、
さ

ら
に
ゆ
と
り
と
ふ
れ
あ

い
の
町
づ
く
り
の
た
め

「
東
郷
音
頭
」
の
作
曲

レ
コ
ー
ド
化
な
ど
の
た

め
二
百
八
十
万
円
を
計

上
し
て
活
性
化
が
進
め

ら
れ
ま
す
。

　膨大な森林資源をもつ耳川流域の国産材流通
▼
　加工施設のための用地造成（田野）

瓦7．8％32．6

〈歳出の目的別構成〉表3

　　　　議会費52，424千円

　　　　　　　　　（2．3％）

鞭娚69’翻

民生費
215，947千円

（9．6％）

衛生費

費
卿

債
5
6
乏

　
0
1
1
8

公
4
1
（

商　工　費
1，657千円

災害復旧費
57，193千円

予　備　費
5，000千円

　（2．8％）

教育費
224，354千円

　　（9．9％）

農林水産業費
633，123千円

　（28．0％）土木費
268，903千円

（lL9％）
消防費く
79，180千円

　（3．5％）

　　　特　別　会　計

O国民健康保険事業
　　　　　　　　　　　4億528万円

。老人保険事業
　　　　　　　　2億8，218万5千円

。簡易水道事業
　　　　　　　　　　　7，577万円

O国民健康保険病院事業
　　　　　　　　　　2億3，200万円
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営
農
座
談
会
朋
4
4
地
区
で
圃
催

　
二
月
十
二
日
か
ら
三
月
四
日
ま
で

九
日
間
に
わ
た
っ
て
営
農
座
談
会
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
組
合

長
を
は
じ
め
関
係
農
家
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
で
有
意
義
な
話
し
合
い
が
も

た
れ
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ

ま
す
．
、

　
今
回
は
、
農
協
、
普
及
所
、
農
林

課
の
担
当
職
員
で
五
班
を
編
成
し
、

町
内
四
レ
四
地
区
で
開
き
ま
し
た
が

農
家
の
五
七
警
に
あ
た
る
五
百
七
十

二
戸
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
座
談
会
で
は
、
農
業
振
興
に
対
す

る
町
や
農
協
の
考
え
方
の
ほ
か
．
町

が
す
す
め
て
お
り
ま
す
農
作
物
の
推

進
と
農
家
の
皆
さ
ん
の
要
望
等
を
お

聞
き
す
る
こ
と
を
中
心
に
話
し
合
い

が
持
た
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
い

ろ
い
ろ
な
ご
意
見
、
ご
要
望
が
出
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
三
月
六
日
に
反
省

会
を
開
き
種
々
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

ご
意
見
、
ご
要
望
の
中
に
は
広
報
不

足
の
も
の
が
あ
り
ま
し
た
が
、
す
ぐ

に
処
理
で
き
る
事
項
、
今
後
国
や
県

へ
の
要
望
を
含
め
十
分
な
検
討
を
要

す
る
も
の
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
営
農

指
導
等
に
十
分
反
映
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
座
談
会
で
の
ご
意
見
等
に
は
そ
の

都
度
お
答
え
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が

要
点
に
つ
い
て
ま
と
め
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

水
田
利
用
再
編
対
策

転
作
野
菜
に
ピ
ー
マ
ン
推
進

問
　
昭
和
六
十
一
年
度
以
降
の
水
田

利
用
再
編
対
策
は
ど
う
な
る
の
で
し

ょ
う
か
。

答
　
昭
和
六
十
一
年
度
は
、
第
三
期

対
策
の
最
終
年
度
で
、
転
作
等
目
標

面
積
は
全
国
で
六
十
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

宮
崎
県
が
】
万
庶
七
百
三
十
ヘ
ク
タ

ー
ル
、
東
郷
町
が
七
十
六
・
八
ヘ
ク

タ
ー
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。
他
用
途

利
用
米
は
、
全
国
で
二
十
七
万
、
’
、

宮
崎
県
が
二
千
六
百
，
’
、
東
郷
町
は

三
十
四
，
’
（
内
五
，
’
は
委
託
生
産
米
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
六
十
二
年
度
以
降
の
次
期
対

策
は
ま
だ
は
っ
き
り
決
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
国
は
米
の
需
給
動
向
や
在
庫

等
を
見
極
め
な
が
ら
、
転
作
面
積
の

大
幅
な
拡
大
に
取
り
組
む
こ
と
に
な

る
も
の
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

問
　
水
稲
に
代
る
転
作
作
物
で
よ
い

も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

答
　
町
で
は
、
転
作
作
物
と
し
て
特

定
作
物
に
秋
大
豆
、
小
麦
、
秋
ソ
バ

飼
料
作
物
を
、
野
菜
で
は
露
地
ピ
ー

マ
ン
、
ハ
ウ
ス
し
し
と
う
、
夏
秋
き

ゅ
う
り
、
シ
ョ
ウ
ガ
を
重
点
に
し
て

地
域
に
よ
っ
て
は
サ
ト
イ
モ
と
ナ
ス

を
す
す
め
て
い
ま
す
。
特
に
ピ
ー
マ

ン
は
六
十
】
年
は
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
を

目
標
に
重
点
的
に
取
り
く
ん
で
い
ま

す
。問
　
転
作
等
の
配
分
を
、
町
で
個
人

ご
と
に
や
っ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
。

答
　
配
分
に
あ
た
っ
て
本
町
で
は
、

基
盤
整
備
の
実
施
状
況
や
転
作
の
定

着
化
、
集
団
化
を
推
進
す
る
た
め
に

地
域
の
実
情
を
考
慮
し
て
集
落
（
組

合
）
ご
と
に
や
っ
て
い
ま
す
。
個
々

の
農
家
の
実
情
を
ふ
ま
え
、
話
し
合

い
に
よ
っ
て
転
作
等
を
実
施
し
て
く

だ
さ
い
。

問
　
畑
等
を
基
盤
整
備
で
開
田
し
た

場
合
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

答
　
新
規
開
田
の
場
合
は
転
作
が
さ

れ
て
も
奨
励
補
助
金
は
交
付
さ
れ
ま

せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
水
田
に
は
水
稲

は
作
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
も
し
、
水

稲
が
作
付
さ
れ
た
場
合
は
、
そ
の
面

積
分
が
他
の
水
田
で
転
作
さ
れ
た
面

積
か
ら
控
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

野
菜
価
格
安
定
事
業
に

61

N
度
か
ら
ラ
ッ
キ
ョ
ウ

間
　
野
菜
は
年
に
よ
っ
て
価
格
の
変

動
が
激
し
く
、
指
導
の
結
果
多
く
収

獲
で
き
れ
ば
価
格
が
下
る
こ
と
に
な

り
、
生
産
意
欲
が
な
く
な
り
ま
す
。

安
定
基
金
を
含
め
生
産
か
ら
加
工
ま

で
、
県
北
一
円
で
の
指
導
対
策
を
と

っ
て
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

答
　
野
菜
に
限
ら
ず
農
産
物
の
流
通

対
策
は
大
き
な
課
題
で
す
。
昭
和
五

十
九
年
度
に
野
菜
集
出
荷
施
設
が
東

郷
支
店
に
で
き
た
の
で
、
今
は
系
統

出
荷
で
販
売
体
制
は
で
き
て
い
ま
す
。

問
題
は
価
格
で
す
が
、
県
の
事
業
で

価
格
安
定
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、

昭
和
六
十
一
年
度
は
ら
っ
き
ょ
う
を
計

画
し
て
い
ま
す
。
青
果
物
価
格
安
定

事
業
に
の
せ
る
の
に
は
一
定
以
上
の

面
積
が
必
要
で
す
の
で
、
作
物
を
選

ん
で
作
付
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
転

作
野
菜
と
し
て
、
現
在
は
ピ
ー
マ
ン
を

重
点
に
作
付
推
進
を
行
っ
て
い
ま
す
。

他
用
途
利
用
米
の
生
産
は

米
穀
出
荷
農
家
に
お
願
い

問
　
他
用
途
利
用
米
の
配
分
は
、
飯

米
農
家
に
は
し
な
い
の
で
す
か
。

答
　
他
用
途
利
用
米
は
、
い
わ
ゆ
る

み
そ
、
せ
ん
べ
い
等
の
加
工
原
料
米

と
し
て
昭
和
五
十
九
年
度
か
ら
生
産

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
価
格

が
安
く
種
々
問
題
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
昭
和
六
十
年
度
か
ら
全
県

統
一
の
共
同
計
算
に
よ
り
価
格
が
七

千
五
百
円
（
委
託
生
産
米
は
八
千
五

百
円
）
に
補
償
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
他
用
途
利
用
米
も

自
主
流
通
米
に
準
じ
て
取
扱
わ
れ
ま

す
の
で
、
食
糧
事
務
所
の
検
査
を
受

け
て
出
荷
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
出

荷
量
は
転
作
面
積
に
換
算
さ
れ
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
本
町
で

は
、
米
穀
出
荷
農
家
に
対
し
て
生
産

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
尚
、
地
域
の
実
情
で
飯
米
農
家
が

出
荷
さ
れ
る
こ
と
は
か
ま
い
ま
せ
ん
。

間
災
害
等
で
米
が
取
れ
な
か
っ
た

時
は
他
用
途
利
用
米
の
減
額
は
で
き

な
い
の
で
す
か
。

答
　
他
用
途
利
用
米
は
主
食
用
米
と

の
並
行
出
荷
が
原
則
で
す
の
で
、
他

用
途
利
用
米
の
作
況
調
整
に
つ
い
て

も
、
現
行
の
主
食
用
米
に
係
る
減
額

改
定
と
同
様
、
生
産
者
が
農
協
を
通

じ
て
町
長
に
申
請
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

・
つご、

つ
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〈
水
稲
・
穀
物
〉

水
稲
の
共
同
防
除
に

　
1
0
彗
当
り
百
円
補
助

問
　
稲
作
の
勉
強
が
し
た
い
の
で
す

が
指
導
し
て
も
ら
え
ま
す
か
。

答
　
稲
作
は
本
町
農
業
の
基
幹
と
な

る
作
物
で
す
が
、
本
町
は
特
に
基
準

単
収
が
低
い
の
で
、
気
象
条
件
に
耐

え
得
る
稲
作
基
本
技
術
に
も
と
づ
い

た
適
切
な
肥
培
管
理
を
行
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。
個
別
指
導
に
は
限
界
が

あ
り
ま
す
の
で
、
水
系
ご
と
に
集
団

指
導
を
行
い
ま
す
。

問
　
水
稲
の
共
同
防
除
を
し
た
い
の

で
す
が
補
助
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

答
　
　
一
斉
共
同
防
除
に
は
農
業
共
済

組
合
か
ら
一
〇
ア
ー
ル
当
り
百
円
の

補
助
が
あ
り
ま
す
の
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
尚
、
動
噴
の
貸
出
し
も

行
っ
て
い
ま
す
。

問
　
土
づ
く
り
運
動
を
徹
底
し
て
ほ

し
い
の
で
す
が
。

答
　
土
づ
く
り
と
は
、
土
の
中
の
不

足
分
を
補
い
、
不
良
部
分
を
と
り
除

き
水
稲
が
よ
く
育
つ
た
め
の
土
壌
条

件
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。
基
盤
整
備

後
の
水
田
は
耕
土
が
固
く
、
有
機
物

も
不
足
気
味
で
す
の
で
、
深
耕
と
有

機
物
（
堆
肥
施
用
と
稲
ワ
ラ
還
元
）

土
壌
改
良
資
材
の
投
入
等
に
よ
り
地

力
を
高
め
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
裏
作
に
飼
料
作
物
や
小
麦
、

や
さ
い
を
作
る
こ
と
も
土
づ
く
り
に

一
役
に
な
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

小
麦
と
ソ
バ
・
大
豆
は

農
協
で
出
荷
で
き
ま
す

問
　
町
は
ア
サ
カ
ゼ
コ
ム
ギ
を
推
め

て
い
ま
す
が
販
売
は
大
丈
夫
で
す
か
。

答
　
小
麦
は
日
本
め
ん
用
等
と
し
て

な
お
相
当
量
の
需
要
が
あ
り
、
計
画

的
な
増
産
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、

販
売
上
の
問
題
は
比
較
的
少
い
よ
う

で
す
。
麦
は
米
穀
と
同
様
に
農
協
が

集
荷
し
、
食
糧
事
務
所
の
検
査
を
受

け
て
七
月
出
荷
と
な
り
ま
す
の
で
、

八
月
ご
ろ
に
は
収
入
と
な
り
ま
す
。

　
ア
サ
カ
ゼ
コ
ム
ギ
は
、
県
の
奨
励

品
種
で
、
栽
培
期
間
が
短
く
、
今
の

と
こ
ろ
本
町
に
は
最
も
適
し
た
品
種

で
す
。

問
大
豆
の
脱
粒
機
は
あ
る
の
で
す

か
。答
　
共
同
利
用
機
械
と
し
て
、
農
協

（
東
郷
支
店
）
に
玉
江
機
二
台
と
選

粒
機
一
台
が
あ
り
ま
す
の
で
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

問
　
ソ
バ
の
集
荷
は
し
な
い
の
で
す

か
。答
　
子
実
は
農
協
で
そ
ば
流
通
安
定

化
対
策
事
業
に
の
せ
て
販
売
し
ま
す

の
で
出
荷
し
て
く
だ
さ
い
。
尚
、
四

月
に
は
坪
谷
に
牧
水
庵
が
オ
ー
プ

ン
し
ま
す
の
で
、
製
粉
し
て
一
袋
五

〇
〇
σ
．
の
袋
詰
で
展
示
即
売
す
る
計

画
で
す
。

〈
野

菜
〉

問
　
転
作
野
菜
の
栽
培
指
導
を
徹
底

し
て
ほ
し
い
の
で
す
が
。

答
　
農
協
、
普
及
所
、
役
場
の
技
術
員

が
一
体
と
な
っ
て
指
導
に
あ
た
り
ま
す
。

間
　
野
菜
の
生
産
は
で
き
ま
す
が
、

販
売
体
制
は
で
き
て
い
ま
す
か
。

答
　
農
協
で
は
、
各
支
店
と
本
店
を

結
ん
で
毎
日
配
送
車
が
運
行
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
農
協
で
集
荷
さ
れ
た

農
産
物
は
県
内
、
県
外
の
市
場
に
向

け
て
出
荷
、
販
売
し
て
い
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
農
協
担
当
者
ま
で
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

問
　
ピ
ー
マ
ン
を
作
っ
て
み
た
い
の

で
別
途
座
談
会
を
開
い
て
く
だ
さ
い
。

答
　
ご
要
望
ど
お
り
開
き
ま
す
。

（
三
月
十
七
日
開
催
）

問
　
青
空
市
場
を
開
設
し
て
く
だ
さ

い
。答
　
地
元
で
生
産
さ
れ
た
農
産
物
等

の
販
売
を
目
的
に
し
た
青
空
市
場
の

開
設
は
前
向
き
に
取
り
組
み
た
い
と

思
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
場
所
、
運

営
等
に
解
決
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
問
題
が
あ
り
ま
す
の
で
、
今

後
技
術
員
会
を
中
心
に
ト
分
検
討
い

た
し
ま
す
。

〈
し
い
た
け
〉

問
生
し
い
た
け
生
産
に
補
助
事
業

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

答
　
今
の
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

〈
養

蚕
〉

問
　
養
蚕
の
情
勢
と
今
後
の
見
通
し

は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

答
　
蚕
糸
業
は
近
年
需
給
の
バ
ラ
ン

ス
が
と
れ
ず
、
繭
価
格
は
低
迷
し
、

生
産
も
減
少
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

県
内
に
は
製
糸
工
場
も
あ
り
本
町
は

県
内
で
も
有
数
の
養
蚕
地
区
の
一
つ

で
、
し
か
も
養
蚕
は
町
農
業
の
基
幹

作
物
で
す
の
で
、
こ
の
よ
う
な
情
勢

に
対
応
し
な
が
ら
補
助
事
業
を
積
極

的
に
導
入
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
単

収
の
引
上
げ
、
低
コ
ス
ト
養
蚕
、
良

質
繭
の
生
産
に
努
め
経
営
の
安
定
と

繭
需
要
者
へ
の
安
定
供
給
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
、

〈
果

樹
〉

問
　
サ
ン
ズ
の
単
収
と
価
格
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
。

答
　
サ
ン
ズ
の
収
量
に
つ
い
て
は
、

適
切
な
管
理
を
し
た
場
合
、
植
栽
後

四
年
す
れ
ば
一
〇
ア
ー
ル
当
り
三
百
．
。

（
百
五
十
本
）
は
可
能
で
す
。
そ
れ

以
後
は
次
第
に
増
収
し
て
い
き
ま
す
。

　
価
格
は
、
六
十
年
度
実
績
で
七
月

置
ハ
ウ
ス
も
の
で
出
荷
初
期
は
一
．
。

当
り
八
百
円
程
度
で
し
た
。
露
地
も

の
に
つ
い
て
は
十
一
月
ま
で
出
荷
さ

れ
、
一
，
。
当
り
百
五
十
円
か
ら
五
百

円
程
度
で
取
り
引
き
さ
れ
ま
し
た
。

　
ち
な
み
に
、
本
町
産
の
平
均
価
格

は
一
。
。
当
り
三
百
八
円
で
し
た
。

〈
畜

産
〉

問
　
肉
用
牛
の
増
頭
運
動
と
枠
は
ど

う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

答
　
近
年
の
子
牛
価
格
の
低
迷
に
よ
り

町
内
の
肉
用
雌
牛
の
飼
養
状
況
は
昭
和

五
十
八
年
前
三
百
六
十
六
戸
、
八
百
八

十
一
頭
で
あ
っ
た
も
の
が
、
昭
和
六
十

一
年
に
は
三
百
十
二
戸
、
七
百
三
十
九

頭
と
な
っ
て
お
り
三
年
間
で
五
十
四
戸
、

百
四
十
二
頭
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
高
齢
者
等
肉
用
飼
育
型

事
業
と
肉
用
牛
繁
殖
中
核
育
成
型
事

業
（
農
協
有
牛
）
に
よ
り
導
入
を
す

す
め
て
い
ま
す
。
枠
は
十
分
あ
り
ま

す
の
で
、
希
望
者
は
町
及
び
農
協
の

担
当
者
ま
で
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
　
農
協
有
牛
等
の
償
還
が
五
年
目

に
】
回
で
す
が
、
分
割
払
い
の
方
法

は
な
い
の
で
す
か
。

答
　
制
度
上
一
回
償
還
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
子
牛
が
販
売
さ
れ
た
際
に

あ
ら
か
じ
め
貯
金
と
し
て
積
立
て
て

お
く
等
の
方
法
で
対
処
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
鶏
糞
灰
の
成
分
と
効
き
目
は
ど

う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

答
　
窒
素
○
・
三
榔
、
リ
ン
酸
三
〇

智
、
カ
リ
一
二
～
】
三
民
、
石
灰
三

〇
軒
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
六
～
七
智
で

ヨ
ー
リ
ン
の
代
替
と
し
て
の
効
用
が

あ
り
ま
す
。
や
り
す
ぎ
は
ム
ダ
な
の

で
適
量
施
用
に
心
が
け
て
下
さ
い
。

水
稲
の
場
合
は
、
元
肥
と
し
て
一
〇
ア

ー
ル
当
り
約
百
五
十
鴛
が
適
量
で
す
。
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4月から月額7；100円に

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
今
年
の

四
月
か
ら
一
ヶ
月
七
千
百
円
に
変
わ

り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
年
金
額
が
物
価
上
昇
に

合
わ
せ
て
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
な

ど
に
伴
っ
た
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
附
加
保
険
料
を
納
め
て
い

る
方
は
、
］
ヶ
月
七
千
五
百
円
と
な

り
ま
す
。

　
保
険
料
を
前
納
す
る
と

　
　
割
引
き
さ
れ
ま
す

　
六
十
一
年
度
分
の
保
険
料
を
、
一

括
し
て
前
納
で
き
ま
す
。

　
前
納
す
る
と
毎
月
保
険
料
を
納
め

る
手
数
も
は
ぶ
け
ま
す
し
、
ま
た
保

険
料
も
、
毎
月
支
払
な
ら
年
八
万
五

千
二
百
円
で
す
が
、
前
納
す
る
と
八

万
三
千
百
四
十
円
と
二
千
六
十
円
の

割
引
き
に
な
り
ま
す
。

　
附
加
保
険
料
を
納
め
て
い
る
方
が

前
納
す
る
と
、
年
九
万
円
が
八
万
七

千
八
百
二
十
円
と
な
り
、
二
千
百
八

十
円
の
割
引
き
で
す
。

　
前
納
を
さ
れ
る
方
は
、
四
月
中
に

保
険
料
を
納
め
て
も
ら
う
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
早
目
に
役
場
住
民
課

年
金
係
ま
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
、
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん

国
民
年
金
の
手
続
き
を

　
　
お
早
目
に
！

　
本
年
四
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
新

国
民
年
金
で
は
、
厚
生
年
金
ま
た
は

共
済
年
金
に
加
入
し
て
い
る
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
奥
さ
ん

は
、
第
三
号
被
保
険
者
と
し
て
国
民

年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
第
三
号
被
保
険
者
は
自
分
で

保
険
料
を
納
め
な
く
て
も
年
金
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
そ
の
た

め
に
は
役
場
の
窓
口
に
届
け
出
て
、

第
三
号
被
保
険
者
で
あ
る
こ
と
の
確

認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
届
出
を
忘
れ
ま
す
と
、
将
来

年
金
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
か
ら
、
必
ず
漏
れ
な
く

届
け
出
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
詳
し
い
こ
と
や
不
明
な
こ

と
は
、
役
場
住
民
課
年
金
係
に
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
．
．

＜東郷町リーダー研修会

　農民作家山下惣一氏を迎えてのりー
　ダー研修会が、3月14日町中央公民館

　で開催されました。

　　町では、農業を取りまく厳しい情勢

　の中で、農村文化の役割を再認識して

　いただき、明日への町づくりの意欲を換

　起することを目的に開催したものです。

　　当日は、町内のリーダー的農家等か
　ら約100人が出席しました。

▼町子ども創作大会

　　東郷町子ども会創作大会が、3月16

　日、中央公民館で開催されました。

　　子ども達は、お菓子づくり、竹細工、

　たこつくり、バイクの分解・修理等、

　6つの部門に分かれ創作活動を行い
　ました。

▼避難訓練
　3月6日、役場で避難訓練が行われました，これは、町と
日向消防署とが春季火災予防運動の一環として行ったものです。

　役場2階電算室から出火したと想定、ポンプ車、救急車、

救助工作車等7台が出動し、本番さながらの訓練を行いました。

解 ，
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“
お
め
で
と
う
”
文
部
大
臣
賞

一一

N
連
続
の
受
賞
1
1
福
瀬
小

　
昭
和
六
↑
年
度
「
安
全
に
関
す
る

図
画
作
文
コ
ン
タ
！
ル
一
の
作
文
の

部
に
出
品
し
た
、
臨
海
小
学
校
六
年

…関

�
ｯ
美
さ
ん
の
作
文
『
安
全
新
聞

特
集
号
づ
く
り
』
が
、
文
部
大
臣
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
．
、
福
瀬
小
で
は
、

昨
年
も
こ
の
賞
を
受
け
て
お
り
、

年
連
続
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

安
全
新
聞

　
特
集
号
づ
く
り

二

lu
　？
福瀬小6年

関野留美

　
あ
れ
は
、
た
し
か
六
月
の
上
旬
の

こ
と
だ
’
．
た
と
思
い
ま
す
　
新
聞
に

「
砂
地
ご
く
に
落
ち
小
学
生
生
き
埋

め
」
と
い
う
記
事
が
出
て
い
ま
し
た
．
．

　
こ
の
こ
と
は
、
学
級
の
朝
の
会
で

も
話
題
に
な
り
ま
し
た
．
も
ち
ろ
ん
、

私
の
そ
の
日
の
日
記
は
、
こ
の
「
砂

地
ご
く
一
の
事
で
し
た
。
私
の
日
記

の
内
容
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
．

　
　
　
六
月
三
日
　
小
学
生
の
砂
地

　
　
　
　
　
　
　
ご
く

　
け
さ
の
新
聞
の
中
に
「
砂
地
獄
に

落
ち
」
と
い
う
記
事
が
あ
っ
た
．
、
そ

れ
も
、
小
学
生
が
砂
の
中
に
生
き
う

め
に
な
っ
た
の
だ
．
、
小
学
生
数
人
で

遊
ん
で
い
て
急
に
不
幸
な
こ
と
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
。
六
年
生
の
子
と
四

年
生
の
子
の
二
人
な
の
だ
。
そ
の

二
人
の
子
は
、
こ
れ
か
ら
何
十
年
と

生
き
ら
れ
た
の
に
な
あ
．
、
　
一
つ
の
命

を
な
く
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
．
、
二
人

の
子
供
は
、
『
だ
れ
か
助
け
て
。
』
と
さ

け
ん
だ
に
ち
が
い
な
い
．
．
『
こ
ん
な
所

で
遊
ぶ
ん
で
は
な
か
っ
た
．
、
』
と
さ
け

ん
だ
に
ち
が
い
な
い
。
事
故
の
起
き

る
前
は
、
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
だ
と
考
え

て
い
た
と
思
う
．
、

　
で
も
、
私
は
、
こ
こ
で
思
っ
た
．
．

六
年
生
が
い
る
の
だ
か
ら
「
こ
こ
で

遊
ば
ん
で
、
外
の
所
で
遊
ぼ
う
よ
。
」

と
ひ
と
こ
と
言
え
ば
よ
か
っ
た
の
に

な
と
．

　
私
は
、
こ
の
日
記
を
そ
っ
く
り
そ

の
ま
ま
、
私
の
家
で
購
読
し
て
い
る

宮
崎
日
日
新
聞
の
読
者
の
声
の
ら
ん

に
送
り
ま
し
た
。

　
二
、
三
日
し
た
ら
、
私
の
意
見
文

が
の
っ
た
の
で
す
。
私
は
、
自
分
の

意
見
文
が
新
聞
に
の
っ
た
こ
と
な
ん

て
は
じ
め
て
な
の
で
、
び
っ
く
り
し

た
け
れ
ど
私
の
気
持
ち
が
た
く
さ
ん

の
人
に
伝
わ
っ
た
の
で
、
こ
れ
で
い

い
ん
だ
と
い
う
気
持
ち
も
強
く
あ
り

ま
し
た
．
．

　
私
の
考
え
は
、
や
っ
ぱ
り
そ
う
で

し
た
．
、
次
の
日
の
こ
と
で
す
。
給
食

時
間
の
昼
の
放
送
で
、
私
の
意
見
文

が
校
内
放
送
で
紹
か
い
さ
れ
た
の
で

す
．
．　
私
た
ち
は
、
国
語
の
勉
強
で
「
社

会
や
自
然
に
目
を
向
け
よ
う
。
」
と
い

う
学
習
を
し
た
ば
か
り
で
す
の
で
、

私
の
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
は
、
私
の
意

見
文
を
し
っ
か
り
聞
い
て
く
れ
ま
し

な
、
校
内
放
送
で
「
そ
の
二
人
の
人

は
、
こ
れ
か
ら
何
十
年
も
生
き
ら
れ

た
の
に
な
あ
．
ご
と
い
う
と
こ
ろ
で
は
、

ク
ラ
ス
の
た
く
さ
ん
の
人
が
、
う
な

ず
い
て
い
た
の
で
す
。

　
私
の
ク
ラ
ス
で
、
安
全
に
対
し
て

の
関
心
が
高
ま
っ
て
き
た
の
は
、
こ

の
時
か
ら
で
す
、
、
い
ま
ま
で
も
し
ょ

っ
ち
ゅ
う
、
先
生
方
か
ら
お
話
は
聞

い
て
い
ま
し
た
が
、
私
の
一
編
の
作

文
が
み
ん
な
の
心
に
強
く
入
り
こ
ん

だ
よ
う
な
気
が
し
て
き
ま
し
た
．
、

　
私
は
、
こ
の
こ
と
が
あ
っ
て
か
ら
、

ず
っ
と
安
全
日
記
を
続
け
て
い
ま
す
。

そ
の
日
記
の
中
に
は
、
一
週
間
の
間

に
、
私
の
住
む
東
郷
町
で
三
回
も
交

通
事
故
が
あ
っ
た
こ
と
、
六
月
五
日

か
ら
二
卜
一
日
の
間
に
宮
崎
県
で
二

C
六
件
も
の
⊥
父
通
事
故
が
あ
っ
た
こ

と
、
死
亡
者
が
七
名
も
出
て
き
た
こ

と
、
ま
た
、
私
の
集
団
登
下
校
の
様

子
な
ど
の
こ
と
、
学
校
で
起
こ
っ
た

小
さ
な
事
故
や
そ
の
原
因
な
ど
を
書

い
て
き
て
い
ま
す
．
、

　
六
月
の
下
旬
の
国
語
の
勉
強
は
、
「

グ
ル
ー
プ
新
聞
づ
く
り
」
で
四
つ
の

グ
ル
ー
ア
に
別
れ
て
作
り
ま
し
た
．
．

私
の
グ
ル
ー
プ
の
名
ま
え
は
、
ミ
ツ

バ
チ
班
と
い
っ
て
、
私
は
、
そ
の
グ

ル
ー
プ
の
代
表
で
す
。

　
だ
れ
が
言
い
出
し
た
わ
け
で
も
な

い
の
に
、
私
た
ち
の
新
聞
は
「
安
全

特
集
号
」
に
な
り
ま
し
た
。
・
王
題
が

「
安
全
」
に
な
っ
た
わ
け
で
す
．
、
辞

書
で
主
題
と
い
う
言
葉
を
引
く
と
「

作
文
の
中
心
と
な
る
考
え
」
と
あ
り

ま
し
た
。
だ
か
ら
、
私
達
の
新
聞
は
、

紙
面
全
体
が
ほ
と
ん
ど
安
全
に
関
す

る
記
事
や
イ
ラ
ス
ト
ば
か
り
で
し
た
．
．

グ
ル
ー
プ
か
べ
新
聞
だ
っ
た
の
で
、

グ
ル
ー
プ
の
五
人
で
協
力
し
ま
し
た
。

私
は
、
安
全
日
記
を
一
週
間
分
の
せ

ま
し
た
。
そ
の
中
の
数
字
は
分
か
り

易
い
グ
ラ
フ
に
し
ま
し
た
。
平
瀬
君

な
ど
は
タ
イ
ト
ル
の
「
安
全
特
集
号
」

と
い
う
五
文
字
書
く
の
に
二
日
も
か

か
り
ま
し
た
．
、

　
必
要
に
応
じ
て
文
を
く
わ
し
く
書

い
た
り
、
簡
単
に
書
い
た
り
し
て
い

き
ま
し
た
。
い
ま
ま
で
簡
単
な
新
聞

を
作
っ
た
経
験
は
あ
る
け
ど
、
こ
ん

ど
は
、
も
う
み
ん
な
一
生
懸
命
で
す
．

　
作
り
は
じ
め
て
、
三
日
ぐ
ら
い
し

た
日
に
、
先
生
が
、
私
た
ち
の
グ
ル

ー
プ
に
来
ら
れ
て
、
ひ
と
こ
と
「
今

日
は
ね
。
国
民
安
全
の
日
だ
よ
。
」

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
「
安
全
」
と
書
か

れ
た
私
た
ち
の
タ
イ
ト
ル
を
人
さ
し

指
で
な
ぞ
ら
れ
ま
し
た
。

　
十
時
間
か
け
て
作
っ
た
新
聞
は
、

私
た
ち
に
と
っ
て
、
ま
ば
ゆ
い
ほ
ど

で
し
た
。
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
私
の
安
全
日
記
一
安
全
特
集
号

の
中
ほ
ど
に
書
い
て
あ
る
私
の
記
事

を
先
生
は
読
ま
れ
ま
し
た
。

　
「
六
月
十
七
日
（
月
）
」

　
今
日
の
新
聞
に
弟
を
助
け
よ
う
と

し
て
姉
も
水
死
と
い
う
記
事
が
あ
り

ま
し
た
。
私
は
か
わ
い
そ
う
に
と
思

い
ま
し
た
．
、
そ
の
人
の
両
親
は
、
一

度
に
二
人
の
子
供
を
な
く
し
て
し
ま

っ
た
の
だ
か
ら
．
、

「
命
は
買
お
う
と
し
て
も
買
え
な
い

物
。
大
切
に
し
な
け
れ
ば
。
」

　
こ
こ
を
読
ま
れ
た
あ
と
、
先
生
は
、

「
命
は
買
お
う
と
し
て
も
I
」
を
何

度
も
指
さ
し
な
が
ら
、
こ
う
お
つ
し

ゃ
い
ま
し
た
．
、

「
こ
の
】
文
は
、
筆
者
、
つ
ま
り
関

野
さ
ん
の
限
り
な
く
命
を
大
切
に
す

る
心
が
強
く
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

安
全
新
聞
を
作
っ
て
本
当
に
よ
か
っ

た
ね
。
」
と
「
本
当
」
に
力
を
こ
め
て

お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
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東
郷
町
の
養
蚕
生
産
額
は
県
内
で

は
三
位
か
四
位
の
位
置
に
あ
る
と
聞

い
た
、
大
変
喜
ば
し
い
現
象
に
あ
る

と
思
い
ま
す
一
鶴
野
内
の
塩
月
東
氏

が
町
養
蚕
組
合
長
で
奮
闘
し
て
い
る

こ
と
も
私
は
知
っ
て
い
る
．

　
去
る
二
月
二
日
、
町
青
年
婦
人
祭

の
折
鶴
野
内
婦
人
会
員
森
田
和
子
さ

ん
が
、
大
変
素
晴
ら
し
い
体
験
発
表

を
さ
れ
ま
し
た
、
そ
の
内
容
の
概
況

を
町
民
の
皆
さ
ん
に
発
表
し
ま
す
一
．

　
「
我
が
家
は
、
農
業
収
入
が
＝
し

こ
％
養
蚕
に
依
存
す
る
、
典
型
的
な

養
蚕
専
業
農
家
で
あ
り
、
家
族
は
主

人
、
子
供
二
人
の
四
人
家
族
で
す
．
ゴ

と
．
一
、
肩
っ
て
い
る
一
和
子
さ
ん
は
農
業

の
経
験
は
全
く
な
く
、
農
業
に
魅
力

を
感
じ
嫁
い
だ
の
で
す
．
主
人
の
正

春
さ
ん
は
県
外
よ
り
の
U
タ
：
ン
青

年
で
あ
り
ま
し
た
．
二
人
は
、
両
親

の
経
営
す
る
養
蚕
を
手
伝
っ
て
い
ま

し
た
が
、
町
の
国
営
パ
イ
ロ
ッ
ト
事

業
と
同
時
に
二
人
だ
け
の
養
蚕
経
営

に
乗
り
だ
し
た
の
で
す
。

　
「
．
新
婚
間
も
な
い
私
達
に
は
甘
い

感
傷
も
許
さ
れ
ま
せ
ん
、
」
和
子
さ
ん

の
決
意
の
程
が
伺
わ
れ
ま
す
、

　
開
墾
さ
れ
た
土
地
は
竹
や
雑
草
に

阻
ま
れ
、
桑
の
生
育
の
た
め
全
く
自

然
と
の
戦
い
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い

る
、　
間
も
な
く
長
女
が
生
れ
、
泣
く
子

を
背
負
っ
て
の
桑
取
り
作
業
、
ト
ラ

ッ
ク
の
エ
ン
ジ
ン
の
音
を
子
守
歌
と

し
て
の
作
業
が
毎
日
続
い
た
と
も
述

べ
て
い
ま
す
。
そ
の
子
も
、
今
は
小

学
校
四
年
生
、
「
子
は
親
を
見
て
育

つ
」
今
で
は
長
女
も
仕
事
を
手
伝
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
．
、

　
森
田
さ
ん
夫
婦
は
養
蚕
振
興
に
三

つ
の
目
標
を
立
て
て
い
ま
す
。

　
一
つ
は
酒
作
り
の
目
標
、
耕
土
改

良
と
取
組
み
、
ト
レ
ン
チ
ャ
ー
に
よ

る
深
耕
と
土
壌
、
そ
れ
に
伴
う
有
機

肥
料
の
増
投
、
特
に
緑
肥
の
作
付
、

鶏
糞
・
蚕
糞
・
蚕
沙
・
土
手
草
と
身

近
な
も
の
を
手
に
入
れ
肥
料
改
善
に

努
力
し
て
い
ま
す
、

　
二
つ
に
は
、
生
産
量
を
あ
げ
る
た

め
に
桑
の
密
植
を
な
し
、
三
つ
目
に

は
桑
を
運
ぶ
の
に
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ

る
ト
レ
ー
ラ
ー
け
ん
引
で
労
力
を
省

く
こ
と
に
努
め
た
の
で
す
．

　
こ
う
し
た
工
夫
と
努
力
が
実
を
結

び
、
十
ア
ー
ル
当
り
繭
生
産
旦
里
百
三

、
。
、
年
間
千
六
百
八
十
．
。
と
、
町
内

三
位
の
成
績
で
し
た
．
．

　
今
後
は
、
更
に
生
産
量
を
上
げ
る

た
め
技
術
の
向
上
と
桑
園
管
理
に
工

夫
を
こ
ら
し
た
い
と
話
し
て
い
ま
す
．
．

　
和
子
さ
ん
は
、
結
婚
十
年
を
迎
え

養
蚕
に
興
味
が
湧
い
た
の
で
す
。
そ

し
て
、
そ
の
か
た
わ
ら
家
庭
菜
園
に

も
気
を
配
り
、
大
根
、
レ
タ
ス
、
シ
シ

ト
ウ
、
等
た
く
さ
ん
作
っ
て
い
ま
す
。

柿
、
栗
、
梅
、
サ
ン
ズ
の
果
物
も
作

っ
て
い
る
の
で
す
。
ご
主
人
の
理
解

と
和
子
さ
ん
の
努
力
が
斯
の
如
く
素

晴
ら
し
い
養
蚕
一
家
の
実
を
結
ん
だ

こ
と
、
町
内
の
範
と
す
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　
新
ひ
む
か
づ
く
り
東
郷
町
民
会
議

　
　
　
　
　
会
長
　
都
甲
鶴
男

茂艦襯置
蘇，誌ま聡、

遊
戯
（
そ
の
一
）

塩
月
儀
市

　
そ
ん
な
山
中
で
あ
る
た
め
、
幼
少

年
時
代
の
私
達
の
遊
戯
は
殆
ん
ど
天

然
を
対
手
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

凧
あ
げ
、
根
っ
木
、
鬼
ご
っ
こ
、
か

く
れ
ん
ぼ
、
そ
う
し
た
も
の
も
為
な

い
で
は
な
か
っ
た
が
、
先
づ
極
め
て

稀
で
あ
っ
た
。
私
の
村
に
ゴ
ム
毬
と

い
う
も
の
を
持
ち
込
ん
だ
の
は
私
で

あ
っ
た
。
そ
の
程
度
だ
か
ら
新
し
い

遊
戯
な
ど
・
い
う
も
の
は
絶
無
で
あ

っ
た
。

　
夏
は
渓
に
集
る
が
、
四
季
を
通
じ

て
我
等
は
山
や
林
に
親
し
ん
だ
。
何

と
い
う
事
な
く
、
殆
ん
ど
常
に
山
の

中
に
入
り
込
ん
で
い
た
様
に
思
う
。

冬
か
ら
春
に
か
け
て
は
い
ろ
／
＼
な

ア
　
　
に
ひ

係
累
を
か
け
て
鳥
や
獣
を
捕
る
。
蕨
、

ぜ
ん
ま
い
を
摘
む
。
椎
茸
を
拾
う
。

拾
う
と
い
う
の
は
、
椎
茸
山
の
旧
く

な
っ
た
の
を
ば
も
う
持
主
の
方
で
構

わ
ぬ
の
で
、
誰
で
も
自
由
に
入
り
込

ん
で
取
る
こ
と
が
出
来
た
．
、
勿
論
、

新
し
い
本
仕
掛
の
山
の
様
に
は
取
れ

ぬ
が
、
そ
れ
で
も
沢
か
ら
沢
の
古
山

を
あ
さ
っ
て
行
く
と
か
な
り
沢
山
取

る
こ
と
が
出
来
た
．
．
椎
茸
は
秋
に
も

と
る
け
れ
ど
こ
れ
は
人
造
で
、
自
然

に
出
る
の
は
春
で
あ
る
．
・
三
時
、
櫓

茸
拾
い
（
私
の
方
で
は
茸
類
を
総
じ

て
ナ
バ
と
呼
ぶ
．
．
そ
し
て
、
椎
茸
が

殆
ん
ど
ナ
バ
の
総
称
の
様
に
な
っ
て

居
る
）
に
出
か
け
て
十
疋
あ
ま
り
の

猿
の
群
に
逢
い
大
い
に
驚
い
た
事
な

ど
あ
っ
た
。
猿
は
椎
茸
を
食
う
の
で

も
な
い
ら
し
い
が
、
木
に
生
え
て
い

る
の
を
、
好
ん
で
両
手
で
も
ぎ
取
る

癖
が
あ
る
．
．
で
、
大
き
な
山
で
は
茸

の
発
生
す
る
頃
に
は
毎
晩
そ
の
番
に

行
か
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
．
、
椎

茸
山
は
一
体
に
湿
潤
な
、
水
の
あ
る

所
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
の
で
必
ず
沢

の
谷
間
に
設
け
ら
れ
、
番
小
屋
も
そ

の
側
に
建
て
ら
れ
た
．
．
夜
が
更
け
て

闇
が
深
く
其
処
ら
に
猿
の
鳴
き
声
が

聞
え
出
す
頃
に
な
る
と
、
鉄
砲
を
打

つ
の
で
あ
る
。
多
く
は
空
砲
だ
が
、

月
明
の
夜
な
ど
稀
に
弾
を
こ
む
る
こ

と
も
あ
っ
た
。
今
は
次
第
に
山
が
浅

く
な
っ
て
、
容
易
に
猿
を
見
る
事
も

少
な
か
ろ
う
と
思
う
．
．
そ
れ
か
ら
節

松
掘
り
、
こ
れ
な
ど
も
今
は
殆
ん
ど

断
え
た
で
あ
ろ
う
が
私
共
の
頃
に
は

盛
ん
で
あ
っ
た
。
山
の
深
い
所
の
朽

葉
や
土
を
掘
っ
て
、
其
処
に
埋
っ
て

い
る
重
手
の
朽
ち
た
の
か
ら
そ
の
節

の
所
を
切
り
取
っ
て
来
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
灯
明
用
に
用
い
ら
れ
た
。
焚

火
の
大
き
な
炉
の
隅
の
所
に
二
尺
ほ

ど
の
柄
の
つ
い
た
網
目
の
台
が
立
て
ら

れ
て
、
そ
の
台
の
上
で
こ
の
節
松
の
細

く
割
っ
た
も
の
を
燃
す
の
で
あ
る
．
、
謂

は
．
・
室
内
箕
だ
。
こ
の
怪
し
い
灯
明
の

下
で
私
ど
も
は
暫
く
本
を
読
ん
だ
も
の

で
あ
る
。
其
後
ラ
ン
プ
と
い
う
も
の
を

用
い
始
め
た
の
は
私
の
家
な
ど
が
先
づ

最
初
で
あ
っ
た
。
筍
も
随
所
の
籔
に
入

っ
て
取
る
事
が
出
来
た
。
　
（
つ
、
・
く
）

▲椎茸（春子）は今が最盛期

、
つ

こ“
・
つと谷町昭和61年4月号9）
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③
糖
尿
摘

東
郷
病
院
．
長

　
　
河
　
野
　
幹
　
彦

　
糖
尿
病
は
、
膵
臓
か
ら
出
る
イ
ン

ス
リ
ン
が
不
足
し
て
い
る
状
態
で
す
．

　
日
本
に
は
、
糖
尿
病
患
者
が
二
百

万
人
、
肥
満
者
な
ど
の
予
備
軍
が
二

百
万
人
い
ま
す
．
人
口
の
ほ
ぼ
二
～

四
％
で
す
　
糖
尿
病
は
大
き
く
分
け

て
、
イ
ン
ス
リ
ン
と
い
う
注
射
を
必

ず
必
要
と
す
る
型
（
イ
ン
ス
リ
ン
依

存
型
糖
尿
病
）
と
、
そ
う
で
な
い
型

（
イ
ン
ス
リ
ン
非
依
存
型
糖
尿
病
）

か
あ
り
ま
す
。
患
者
の
約
九
〇
％
は

後
者
で
す
の
で
、
こ
の
型
の
糖
尿
病

に
つ
い
て
書
き
ま
す
．
、

　
糖
尿
病
は
、
軽
い
う
ち
は
ほ
と
ん

ど
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
。
口
渇
、
多

飲
、
多
尿
、
体
重
減
少
が
出
る
の
は

あ
る
程
度
病
気
が
進
ん
で
か
ら
で
す
．
、

以
前
は
「
便
所
が
く
さ
い
」
と
か
で

発
見
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
最
近
は

住
民
検
診
と
か
生
命
保
険
加
入
時
の

尿
検
査
で
発
見
さ
れ
る
こ
と
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
．
．
糖
尿
病
に
か
か
り

や
す
い
人
は
、
①
家
族
に
糖
尿
病
が

い
る
（
3
点
）
②
二
十
代
前
半
よ
り
体

重
が
ふ
え
た
（
2
点
）
3
家
族
に
肥
満
、

脳
卒
中
、
心
臓
病
（
狭
心
症
な
ど
）

が
い
る
（
1
点
）
④
砂
糖
や
脂
肪
を
好

ん
で
食
べ
る
（
1
点
）
⑤
車
が
足
が
わ

り
－
－
運
動
不
足
（
1
点
）
⑥
ア
ル
コ
ー

ル
を
よ
く
の
む
〔
1
点
）
⑦
ス
ト
レ
ス

が
多
い
ー
イ
ラ
イ
ラ
、
せ
っ
か
ち
（

1
点
）
な
ど
で
、
合
計
が
6
点
以
上

だ
っ
た
ら
要
注
意
で
す
．
．
糖
尿
病
の

検
査
を
行
う
べ
き
と
思
い
ま
す
、

　
糖
尿
病
の
予
防
法
は

①
腹
七
～
．
八
分
目
に
し
、
肥
満
を
避

　
け
る
（
特
に
家
族
に
糖
尿
病
の
い

　
る
人
は
、
小
児
の
頃
か
ら
肥
満
に

　
し
な
い
）

②
体
を
つ
と
め
て
動
か
す
一
．

⑨
ス
ト
レ
ス
を
う
ま
く
解
消
す
る
。

㊦
飲
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
に
す
る
．
、

　
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

糖
尿
病
の
治
療
は
、
食
事
療
法
と
運

動
療
法
が
基
本
と
な
り
、
そ
れ
で
う

ま
く
落
ち
着
か
な
い
時
、
薬
物
（
の
み

薬
や
イ
ン
ス
リ
ン
）
を
使
い
ま
す
．
．

糖
尿
病
を
治
療
す
る
の
は
、
放
置
す

る
と
非
常
に
恐
ろ
し
い
余
病
（
合
併

症
）
を
ひ
き
お
こ
す
か
ら
で
す
．
、
糖

尿
病
性
昏
睡
は
、
急
激
に
糖
尿
病
が

悪
化
し
、
意
識
が
悪
く
な
り
ま
す
。

点
滴
と
イ
ン
ス
リ
ン
注
射
を
早
急
に

し
ま
す
。
又
、
糖
尿
病
が
長
期
間
悪

い
状
態
に
あ
る
と
、
眼
底
出
血
を
お

こ
し
失
明
し
た
り
（
失
明
原
因
の
一

位
）
、
腎
臓
の
働
き
が
悪
く
な
っ
て

腎
不
全
に
な
っ
た
り
（
血
液
透
析
の

二
位
）
、
神
経
痛
や
シ
ビ
レ
が
で
て
、

目
顔
生
活
に
も
支
障
を
き
た
す
よ
う

に
な
り
ま
す
．
、

　
動
脈
硬
化
も
、
糖
尿
病
の
人
は
、

健
常
者
に
比
し
二
五
～
十
年
進
ん
で

い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
．
そ
の
結

果
、
脳
卒
中
（
特
に
脳
硬
塞
）
は
約
五

倍
、
心
臓
病
は
約
三
倍
多
い
よ
う
で
す
．
．

　
糖
尿
病
は
完
治
す
る
病
気
で
は
あ

り
ま
せ
ん
．
．
一
生
通
院
治
療
を
続
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
．
、
食
欲
と
い

う
本
能
を
抑
制
す
る
強
い
意
志
が
必

要
で
す
．
、
通
院
を
中
断
す
る
こ
と
は
、

悪
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。
「
自
分
が
主

治
医
」
と
い
う
自
覚
を
も
っ
て
、
定

期
的
に
通
院
し
、
合
併
症
を
持
た
な

い
一
生
を
送
り
た
い
も
の
で
す
。
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四
月
か
ら
は
、
新
入
学
（
園
）
児
鵬

の
登
校
（
園
）
が
始
ま
り
ま
す
。
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
子
供
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め
鵬

薦
慰
歓
勘
難
治

　
ぜ
ひ
、
次
の
点
に
注
意
し
て
く
だ
燗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酬

さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
剛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
糊

▼
子
供
の
”
飛
び
出
し
”
は
突
発
的

碁
慰
撫
竸
畿
警
…

▼
子
供
が
道
路
を
横
断
し
よ
う
と
し
鞘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鯛

て
い
る
と
き
は
、
後
続
車
に
合
図
を
、
、

　
カ
ロ
リ
ー
の
取
り
す
ぎ
は

肥
満
や
体
力
の
低
下
を
招
き

心
臓
病
や
糖
尿
病
な
ど
「
成

人
病
」
を
引
き
起
こ
す
き
っ

か
け
に
な
り
ま
す
。O

　二，取りすぎ

　　’30％

σ

派
出
所
だ
よ
り

安
全
運
転
に

　　

@　

@
徹
し
よ
う

O
ス
ピ
ー
ド
は
控
え
目
に
し
、
カ
ー

　
ブ
の
手
前
で
は
減
速
す
る
．
、

o
自
転
車
乗
り
、
歩
行
者
の
動
き
に

　
注
意
す
る
。

O
交
差
点
で
は
、
徐
行
、
一
時
停
止
、

　
安
全
確
認
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

O
運
転
中
は
、
雑
談
を
避
け
、
運
転

　
に
専
念
す
る
。

O
車
両
の
定
期
点
検
を
確
実
に
行
い

　
ま
し
ょ
う
、
、

O
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
、
　
「
安
全
の
ハ

　
ス
ボ
i
卜
」
。
運
転
者
は
も
ち
ろ

　
ん
同
乗
者
も
必
ず
着
用
し
ま
し
ょ

　
う
。銃

砲
等
は

適
切
な
保
管
を

　
昭
和
六
〇
年
中
、
全
国
で
銃
砲
が

「
九
件
、
火
薬
類
で
は
一
四
件
の
盗

難
事
件
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
．
、

　
い
ず
れ
も
き
め
ら
れ
た
保
管
二
等

に
確
実
に
保
管
し
て
い
な
か
っ
た
た

め
発
生
し
た
も
の
で
、
盗
難
防
止
等

に
留
意
し
ま
し
よ
う
。
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峯 噂

児
童
手
当
は

　
二
人
目
か
ら
支
給

　
児
童
手
当
は
、
三
人
目
以
降
の
義

務
教
育
終
了
前
の
子
ど
も
に
支
給
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
六
十
】
年

六
月
か
ら
、
同
年
六
月
一
日
現
在
二

歳
未
満
の
第
二
子
に
も
支
給
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
請
求
期
限
〉
六
月
三
十
日

　
た
だ
し
、
現
在
、
児
童
手
当
を
受

給
中
で
第
二
子
が
新
た
に
該
当
す
る

場
合
は
、
五
月
三
十
一
日
ま
で
に
額

改
訂
請
求
書
を
提
出
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

〈
請
求
及
び
問
い
合
わ
せ
〉

　
詳
し
く
は
、
役
場
住
民
課
福
祉
係

特
別
障
害
者

　
　
　
手
当
制
度

　
今
ま
で
の
福
祉
手
当
制
度
が
、
昭

和
六
十
　
年
三
月
を
以
て
廃
止
さ
れ
、

四
月
一
日
か
ら
特
別
障
害
者
手
当
制

度
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

（
支
給
対
象
V

　
二
十
歳
以
上
で
、
精
神
又
は
身
体

に
、
重
度
の
障
害
が
あ
る
た
め
日
常

生
活
に
お
い
て
常
時
特
別
の
介
護
を

要
す
る
者
．
、

　
な
お
、
二
十
歳
未
満
の
人
に
は
、

こ
れ
ま
で
の
福
祉
手
当
と
同
じ
支
給

要
件
で
障
害
児
福
祉
手
当
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

（
手
当
額
〉

○
特
別
障
害
者
手
当
1
1
二
万
八
百
円

○
障
害
児
福
祉
手
当
1
1
一
万
一
千
二

　
百
五
＋
円

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　
特
別
障
害
者
手
当
の
支
給
要
件
等

詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
住
民
課
福
祉

係
へ
。

行
政
相
談

　
国
の
仕
事
を
は
じ
め
、
県
や
町
の

仕
事
に
対
す
る
苦
情
や
要
望
な
ど
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
当
日
以
外
は

自
宅
で
受
付
け
て
い
ま
す
。
ど
ん
な

こ
と
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
4
月
1
5
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
老
人
福
祉
館

　
　
行
政
相
談
委
員

　
　
　
　
東
郷
町
回
深
　
山
口
俊
一

⑪
國
邑
自
掴
圏

心
配
ご
と
・
悩
み
ご
と
な
ど
、
ど

ん
な
こ
と
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
．
、

　
な
お
、
各
地
区
の
相
談
委
員
（
民

生
委
貝
）
に
よ
る
地
区
相
談
も
、
毎

週
火
曜
日
に
そ
れ
ぞ
れ
の
相
談
員
宅

で
開
設
し
て
い
ま
す
の
で
併
せ
て
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
4
月
1
5
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
老
人
福
祉
館

身
体
障
害
者
等
の

　　

@
自
動
車
税
減
免

　
自
動
車
を
取
得
し
て
お
り
、
身
体

障
害
者
手
帳
等
の
交
付
を
受
け
て
い

る
方
、
ま
た
、
障
害
者
と
生
活
を
一

に
し
て
い
る
方
は
、
障
害
の
程
度
に

よ
り
自
動
車
税
の
減
免
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

　
た
だ
し
、
障
害
者
と
生
活
を
一
に

し
て
い
る
者
に
対
す
る
減
免
に
は
、

①
障
害
者
等
が
病
気
等
の
治
ゆ
の

た
め
、
お
お
む
ね
六
ヶ
月
以
上
車
を

使
用
し
て
通
院
に
付
添
っ
て
い
る
者
。

②
身
体
障
害
者
が
学
校
へ
通
う
た

め
、
少
く
と
も
週
】
回
以
上
車
を
使

用
し
て
送
迎
す
る
者
。

　
の
制
限
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
通
院

通
学
証
明
書
が
必
要
で
す
．

　
こ
の
申
請
に
は
、
①
身
体
障
害
者

手
帳
、
②
運
転
免
許
証
、
車
検
証
、

③
住
民
票
、
印
鑑
が
必
要
で
す
、

　
申
請
は
四
月
中
に
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
役
場
税
務
課
、

住
民
課
へ
。受
講
生
募
集

　
日
向
地
区
高
等
職
業
訓
練
校
で
は

昭
和
六
十
一
年
度
の
訓
練
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

〈
科
目
〉
　
電
子
計
算
機
科
（
昼
・

夜
間
）
、
ワ
ー
プ
ロ
科
、
吐
旭
園
科
、

経
理
事
務
科
、
和
裁
科
、
木
造
建
築

科
〈
定
員
〉
　
い
ず
れ
も
各
2
0
名
（
木

造
建
築
科
の
み
3
0
名
）

〈
問
い
合
わ
せ
V
　
日
向
地
区
高
等

職
業
訓
練
校
　
君
五
四
一
七
三
五
〇

箸
急画
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
か
た
か
ら

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の

た
め
に
善
意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
．
、

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
、

◎
坪
谷
の
海
野
洋
文
さ
ん
か
ら

　
（
真
さ
ん
・
6
5
歳
ご
死
去
）

◎
福
瀬
の
新
名
栄
次
郎
さ
ん
か
ら

　
（
國
弘
さ
ん
・
4
1
歳
ご
死
去
）

◎
福
瀬
の
新
名
正
幸
さ
ん
か
ら

　
（
サ
カ
エ
さ
ん
・
8
6
歳
ご
死
去
）

◎
小
野
田
の
寺
原
元
治
さ
ん
か
ら

　
（
ナ
ッ
さ
ん
・
9
3
歳
ご
死
去
）

◎
三
瀬
の
高
尾
静
信
さ
ん
か
ら

　
（
チ
カ
ノ
さ
ん
・
7
6
歳
ご
死
去
）

◎
寺
迫
の
橋
口
克
義
さ
ん
か
ら

　
（
常
三
郎
さ
ん
・
8
3
歳
ご
死
去
）

夢
幻
難
懸

（
二
月
届
出
分
）

出
生
　
お
め
φ
、
と
う

山．向　三1山
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父
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所

結
婚
お
幸
せ
に

死
亡
　
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
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�Pロ
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1寺・新
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